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11日(日) 町内対抗ソフトボール大会

18日(日) 日奈久体育協会総会

レンガ再生作業 9:00～12:00

漁業組合となりの空き地

20日(火) 将棋王決定戦 13:00～

温泉センターばんぺい湯

住民自治会関係会議等

会場:日奈久コミュニティセンター

13日(火) 市政協力員例会

(町内連絡委員会)

15日(木) 運営委員会

20日(火) 広報部会

６月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成29年6月号
（第94号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（4月末現在）
男1258人
女1558人
計2816人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

ゆ
め
倉
庫
は
自
主
的
に
避
難
所
開
設
さ
れ

て
い
た
。
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
は
学
校

と
相
談
し
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
，
３
階
に
は
地
震
直
後
に
簡
易
洋
式
ト

イ
レ
を
設
置
し
た
。
市
に
要
望
し
て
Ｊ
Ｒ

Ａ
環
境
整
備
費
に
よ
り
本
年
度
２
，
３
階

の
一
部
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

④
日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
誤
り
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

(

答
弁)

こ
の
件
は
投
書
で
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
の
意
見
等
は
投
稿
さ
れ
れ
ば
掲

載
す
る
と
答
え
た
。
新
聞
社
に
も
問
い
合

わ
せ
た
が
同
じ
対
応
を
す
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
要
望
に
よ
り
役
員
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
、
ま
た
日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

で
の
写
真
紹
介
も
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
７
日(

日)

10
時
の
合
図

を
待
っ
て
、
待
ち
か
ね
て
い
た

わかりますか？日奈久弁？
① はよ にゅうか ② とぜんなか

③ とごゆる ④ おんぶくるる

⑤ よんにゅう ⑥ だりやみ

⑦ なしゅ ⑧ ひだるか

● 答えはお年寄りに聞きましょう。

会
長
に
今
田
氏
、
副
会
長
に
橋
本
氏

日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会

29年度予算830万円、事業計画を決定

日
奈
久
住
民
自
治
会
の
平
成
29
年
度
定
期
総
会
が
５
月
13
日(

土)

午
後
４
時
か

ら
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
前
会
長
の
辞
任
に
伴
い
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
今
田
徳
次
郎
氏
、

副
会
長
に
橋
本
勝
利
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
（
事
業
費
お
よ
び
事
務
費
の
約
５
５
０

万
円
と
予
備
費
総
額
約
８
３
０
万
円
）
も
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
総
会
構
成
員
の
役
員
、
代
議

員
お
よ
び
委
員
会
・
部
会
役
員
の
30
名

が
出
席(

他
に
委
任
状
７
名
）
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
は
中
山
諭
扶
哉
市
議
会
議
員
、

宍
戸
大
介
Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
八
代
所
長
、

福
本
桂
三
市
民
活
動
政
策
課
長
、
岩
崎

和
也
観
光
振
興
課
長
、
里
木
豊
校
区
長

な
ど
20
名
を
迎
え
ま
し
た
。

会
長
代
理
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

議
長
に
木
村
哲
也
さ
ん(

塩
南
町
代
議

員)

を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

①
役
員
改
選

役
員
の
任
期
は
前
年
度
総
会
議
決
に

よ
り
、
市
政
協
力
員
の
改
選
年
度
に
合

わ
せ
今
年
度
は
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

会
長
は
規
約
第
６
条
に
よ
り
運
営
委

員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
今
田
徳
次
郎
氏

が
承
認
さ
れ
、
以
下
会
長
推
薦
の
役
員

（
写
真
左
）
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
規
約
改
正

第
６
条
に
「
役
員
は
後
任
者
が
決
定

す
る
ま
で
職
務
を
行
う
」
こ
と
が
追
加

さ
れ
、
ま
た
12
条
事
務
局
を
日
奈
久
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
平
成
28
年
度
事
業
報
告

④
平
成
28

年
度
決
算
報
告

⑤
監
査
報
告
お
よ
び

⑥
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案

⑦

平
成
29
年
度
予
算
案

③
④
⑤
お
よ
び
⑥
⑦
は
そ
れ
ぞ
れ
一

括
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
事
業
計
画
は
実
施
団
体

の
計
画
に
よ
り
、
変
更
等
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

意
見
と
し
て
、
来
年
度
だ
け
で
な
く
、

自
治
会
の
中･

長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
事
業
計
画
が
求
め
ら
れ
、
事
務
局
か

ら
は
今
後
検
討
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

議
長
降
壇
後
、
そ
の
他
に
つ
い
て
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
国
道
３
号
線
に
つ
い
て

30
km
速
度
制
限
の
厳
守
と
取
り
締
ま

り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
高
速
道
側
道
利

用
に
つ
い
て
警
察
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
住
民
の
こ
と
を
考
え
ゆ
っ
く
り

走
る
よ
う
看
板
の
設
置
を
望
む
。

(

答
弁)

地
震
で
高
速
道
の
側
道
に
か

か
る
橋
脚
が
沈
下
し
、
工
事
の
た
め

６
月
５
日
～
７
月
中
旬
は
全
面
交
通

止
め
と
な
る
の
で
３
号
線
は
か
な
り

交
通
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

市
に
日
奈
久
区
間
の
高
速
道
無
料
化

を
要
望
し
た
が
予
算
化
で
き
な
い
と

回
答
が
あ
っ
た
。

②
総
会
で
の
傍
聴
人
の
発
言
機
会
の

実
現
に
つ
い
て

(

答
弁)

第
１
回
総
会
で
は
意
見
の
聴

取
を
し
た
が
、
代
議
員
、
委
員
会･

部

会
役
員
の
出
席
意
義
が
問
わ
れ
、
運

営
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
意
見

等
は
代
表
者
に
託
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
傍
聴
者
か
ら
の
発
言
等

は
お
断
り
す
る
こ
と
に
し
た
。
再
検

討
を
考
え
る
。

③
非
常
時
の
ば
ん
ぺ
い
湯
と
ゆ
め
倉

庫
の
避
難
所
開
設
お
よ
び
学
校
体
育

館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

(

答
弁)

ば
ん
ぺ
い
湯
は
指
定
避
難
所
、

新鮮でおいしそうだよ！
家族連れの参加も たまねぎ収穫祭

約
20
名
の
参
加
者
が
一
斉
に
た
ま
ね
ぎ
畑

に
入
り
収
穫
を
始
め
ま
し
た
。
参
加
料
は

用
意
さ
れ
た
網
袋
に
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て

５
０
０
円
。
小
さ
な
子
供
た
ち
も
た
ま
ね

ぎ
を
元
気
よ
く
引
き
抜
い
て
は
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
正
午
ま
で
に
60
名

ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

主
催

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

ア
グ
リ
日
奈
久

住
民
自
治
会
総
会
に
お
い

て
、
平
田
前
会
長
の
後
任
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
今
田
徳
次
郎
で
す
。
若
輩
者
で

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
自
治
会
設
立
以
来
、
平
田
前
会
長
を
は
じ

め
役
員
の
方
々
と
、
今
日
ま
で
日
奈
久
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
会
長
に
な
り
、

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
、
何
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
か
、
ま
だ
ま
だ
整
理
が
つ
い
て
い
な
い
の
が
本

音
で
す
。
た
だ
、
今
年
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
開
設
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
業
務
の
一

部
委
託
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
運

営
が
大
変
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
が

ま
ち
日
奈
久
を
考
え
た
と
き
、
十
人
十
色
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
主
張
が
多
々
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
大
同
小
異
、
大
好
き
な
日
奈
久

の
た
め
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

除
草
作
業
に
約
40
名

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園

益
城
町
か
ら
の
訪
問
を
前
に
、
５
月
20

日(

土)

生
活
環
境
部
会
の
呼
び
か
け
に
市

政
協
力
員
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
雑

草
が
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
時
間
ほ
ど

で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
吉
田
貢
さ
ん

(

馬
越
町)

か
ら
は
肥
料
の
提
供
が
あ
り
、

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
根
元
に
施
し
ま
し
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よもやま話に花を咲かせながら、除草

作業を楽しむ参加者のみなさんたち

「
み
ん
な
で
育
む

福
祉
の
ま
ち
」
づ
く
り
へ

福
祉
推
進
協
議
会
総
会

29
年

３
月
31

日
付
け

で
任
期

が
切
れ

退
任
さ

れ
た
委

員
の
皆

様
に
は

長
い
間

有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
期
の
委
員
は
77
名
の
皆
様
で
す
。

代
表
で
本
村
常
雄
様(

東
町)

に
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。

日
奈
久
校
区
福
祉
推
進
協
議
会

鏡

秀
一

５
月
15
日(

月)

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
、

社
会
福
祉
協
副
会
長
德
田
武
治
様
は
じ

め
80
名
の
ご
出
席
を
得
て
、
平
成
29
年

度
日
奈
久
校
区
福
祉
推
進
協
議
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

28
年
度
は
ふ
れ
あ
い
委
員
を
中
心
に

見
守
り
活
動
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
継

続
と
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
29
年

度
は
生
活
支
援
者
、
例
え
ば
ゴ
ミ
出
し

が
出
来
な
い
、
買
い
物
に
行
け
な
い
な

ど
、
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
検
討
な
ど
、

実
情
把
握
か
ら
出
発
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

総
会
で
は
平
成
28
年
度
事
業
報
告
と

会
計
報
告
、
29
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
な
ど
を
検
討
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
委
員
へ
委
嘱
状
交
付

自
治
会
役
員

（
後
列

右
か
ら
）

福
祉
健
康
人
権
部
長

山
田

重
典

監
事

桒
原

弘
吉

監
事

小
松

明
治

書
記

浪
花

政
秋

会
長

今
田
徳
次
郎

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
長

坂
部

彰

広
報
部
長

佐
藤

士
郎

事
務
局
員

北
園

武
広

（
前
列

右
か
ら
）

町
内
連
絡
委
員
長

髙
藤

登

会
計

米
﨑

令
子

副
会
長

倉
野

静
香

副
会
長

橋
本

勝
利

事
務
局
長

久
保

賢
二

生
活
環
境
部
長泉

博
之

（
円
内
）

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
長

町
田

謙
二

最
後
に
連
絡
事
項
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
追
加
募
集
の
案
内

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
Ａ
物
品
寄
付
の
本
年
度
分
の

町
内
割
当
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。
各
４

万
円
相
当
の
備
品
を
新
開
町
、
浜
町
、
中

町
、
上
西
町
に
配
布
予
定
で
す
。

活
動
を
振
り
返
り

研
修
で
盛
り
上
が
る

日
奈
久
校
区
婦
人
会
総
会

５
月
９
日(

火)

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
、

多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
会
員
42
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

倉
野
静
香
会
長
の
挨
拶
の
後
、
三
世
代
は

ま
ぐ
り
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
な
ど
の
行
事
や

研
修
等
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
市
健
康
推
進
課
の
保

健
師
さ
ん
を
講
師
に
、
特
定
健
診
の
結
果

や
日
奈
久
校
区
の
生
活
習
慣
の
状
況
、
大

切
な
健
康
寿
命
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
「
１
年
に
１
回
、
自
分
に

検
診
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
」
と
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
の
非
常
食
と
し
て
、
一

度
に
た
く
さ
ん
準
備
で
き
る
ご
飯
や
豚
汁

も
試
食
し
，
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

会
長

今
田
徳
次
郎

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
役
員
一
同
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
方
々
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

(広告欄)
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２

日
奈
久
浜
町
を
通
る
国
道
３
号
線
は
、

道
路
幅
が
狭
く
、
車
は
建
物
の
際
を
走
っ

て
い
ま
す
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
す
れ
違
う

時
は
、
ミ
ラ
ー
が
接
触
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
程
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

側
道
を
食
料
品
の
買
い
出
し
に
行
く
老
人

が
通
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
危

険
が
い
つ
も
潜
ん
で
い
る
状

況
で
す
。

住
宅
環
境
面
か
ら
も
、
騒
音
・
震
動
が

酷
く
、
他
地
域
か
ら
転
居
し
て
来
た
人
に

聞
け
ば
、
寝
れ
る
環
境
で
な
い
と
言
い
ま

す
。
そ
こ
に
住
む
住
民
は
、
慣
れ
と
忍
耐

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
に
「
酷
道
」

で
す
。

昨
年
は
、
熊
本
地
震
で
日
奈
久
断
層
が

有
名
と
な
り
ま
し
た
。
地
表
面
の
断
層
が

ど
こ
を
通
っ
て
い
る
か
は
、
被
害
の
大
き

さ
か
ら
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

馬
越
の
鳩
山
か
ら
大
坪
の
大
明
神
を
結
ぶ

ほ
ば
一
直
線
上
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
浜
町

の
船
着
場
か
ら
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
駐
車
場

前
の
国
道
を
斜
め
に
横
切
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

地
震
後
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
通
過
す
る

と
、
縦
揺
れ
の
振
動
が
地
震
前
の
二
倍
以

上
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
路
面
に
は
段
差
が

で
き
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
荷
の
バ
ウ

ン
ド
の
音
が
夜
間
に
響
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
は
、
下
水
道
が
横
切
っ
て
お
り
、
そ

の
汚
水
の
断
層
溝
へ
の
浸
透
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
の
地
震
発
生
で
最
悪
の
事
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

以
前
、
西
廻
り
自
動
車
道
の
無
料
化
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
と
て
も
静
か
で

し
た
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
、
た
だ

昼
夜
通
過
す
る
の
み
で
、
公
害
を

出
し
て
も
金
を
落
と
す
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
運
転
手
も
危
険
な
日
奈
久
の

国
道
を
通
る
の
は
交
通
事
故
と
隣
り
合
わ

せ
で
、
死
活
問
題
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

日
奈
久
校
区
も
、
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住

民
総
意
で
、
行
政
に
働
き
か
け
た
い
も
の

で
す
。

（
編
集
部

石
原
純
男
）

住
民
に
寄
り
添
う
道
路
行
政
を
望
む

日
奈
久
か
ら
の
お
も
て
な
し

５
月
１
日(

月)

日
奈
久
阿
蘇
神
社
で
茅

の
輪
く
ぐ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
参
道
に
作

ら
れ
た
茅
の
輪
を
８
の
字
に
回
り
な
が
ら

く
ぐ
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
は
ら
い
清

め
災
厄
解
除
を
願
う
神
事
が
行
わ
れ
、
保

育
園
児
を
は
じ
め
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

昔
、
病
気
が
大
流
行
し
た
と
き
、
茅
の

輪
で
予
防
で
き
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

今
年
は
地
震
の
影
響
か
、
外
国
の
方

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
婦
人
会
副
会
長

橋
本
節
子
さ
ん
）

残したい面影 いやしの場所に ５
月
13
日(

土)

ば
ん
ぺ
い
湯
前
で
ス
リ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
の
接
待
を
し
ま
し
た
。

昨
年
は
地
震
で
開
催
が
中
止
と
な
り
、

今
年
も
前
日
か
ら
朝
方
ま
で
雨
が
降
り
、

心
配
し
ま
し
た
が
何
と
か
雨
も
上
が
り
、

日
本
各
地
か
ら
２
０
６
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
日
奈
久
名
物
の
ち
ぎ
り
天
、

甘
夏
み
か
ん
を
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
喜
ん
で
食
べ
て
次
の
中
継
地
目
指
し
て

出
発
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
拍
手
で
迎

え
、
心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し

た
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
解
体
さ
れ

た
レ
ン
ガ
倉
庫
の
跡
地
を
広
場
に

し
て
今
後
も
活
用
し
よ
う
と
、
５

月
７
日(
日)
午
後
、
住
民
、
熊
本

高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と

先
生
方
な
ど
約
30
名
が
レ
ン
ガ
の

再
利
用
に
向
け
て
目
地
は
が
し
の

作
業
を
し
ま
し
た
。

レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
氷
室
や
エ
ビ
、
小
魚

の
乾
燥
に
、
ま
た
織
屋
の
客
室
に

も
利
用
さ
れ
た
日
奈
久
の
歴
史
を

物
語
る
建
物
で
、
近
年
は
コ
ン
サ
ー

ト
や
展
覧
会
に
活
用
、
観
光
客
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
に
よ
る
広

場
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
、

５
月
14
日(

日)

は
母
の
日
。
温
泉
旅
館

６
館
で
は
前
日
か
ら
、
ば
ん
ぺ
い
湯
は
当
日

の
み
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
を
実
施
、
女
性

や
子
供
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

祭
り
。
雅
太
鼓
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
平
成
音

大
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｇ
の
ラ
イ
ブ
、
が
い
こ
つ
と
ヒ
ー
ロ
ー
が

戦
う
「
や
っ
ち
ろ
ん
戦
隊
ヤ
ッ
チ
ロ
イ
ア
ー
」

の
コ
ミ
カ
ル
シ
ョ
ー
、
く
ま
モ
ン
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
で
子
供
も
大
人
も
大
喜
び
で
し
た
。

外
で
は
女
将
カ
フ
ェ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
が
並
び
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

レ
ン
ガ
倉
庫
の
跡
地
を
広
場
に

６
月
18
日(

日)

も
作
業

住
民
有
志
と
教
師
が
「
日
奈
久
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
跡
地
を
活
か
す
会
」
を
発
足
。
こ
の

日
は
金
づ
ち
と
タ
ガ
ネ
な
ど
を
手
に
、
２

時
間
ほ
ど
で
約
千
個
を
削
り
上
げ
ま
し
た
。

あ
と
２
千
個
ほ
ど
、
５
月
28
日
午
前
と

６
月
18
日
午
前
に
作
業
を
予
定
し
て
お
り
、

多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
２
日
目

40
㌔
コ
ー
ス
参
加
者
の
お
も
て
な
し

日
奈
久
婦
人
会

病
気
せ
ず
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

大
明
神
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
奈
久
小
・

中
学
校
合
同
運
動
会
が
５
月
21
日

(
日)
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
【
輝
け
心
】
。

小
学
１
年
生
の
か
わ
い
い
走
り
か

ら
中
学
３
年
生
の
力
強
い
走
り
へ

と
健
や
か
な
成
長
を
感
じ
、
ダ
ン

ス
や
団
体
競
技
も
よ
く
工
夫
さ
れ

て
い
て
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
親
子
の
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
ふ
れ
あ
い
も
あ
り
、

温
か
い
雰
囲
気
が
会
場
を
包
ん
で

い
ま
し
た
。

短
い
練
習
期
間
で
積
み
上
げ
て

き
た
応
援
合
戦
で
は
、
小
学
生
、

中
学
生
共
に
気
持
ち
を
つ
な
ぎ
合

い
が
ん
ば
る
姿
に
感
動
の
輪
が
広

127名の心が輝いた合同運動会
が
り
ま
し
た
。
中
学
生
全
体
応
援
で
の
巻

頭
言
で
の
、
日
奈
久
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
、

小
学
４
～
６
年
生
の
組
体
操
と
ダ
ン
ス
で

の
「
よ
か
と
こ
い
っ
ぱ
い
の
日
奈
久
が
大

好
き
で
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
見
て
い
た

人
々
の
心
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

か
わ
い
い
園
児
た
ち
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

入
浴
客
か
ら
は
「
来
て
よ
か
っ
た
」

「
香
り
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
「
き
れ

い
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」
と
大
評
判

目地は削りやすく、女性や中学生も出来る作業です。

ば
ん
ぺ
い
湯
が
出
場
者
募
集
中

「
将
棋
王
決
定
戦
」

６
月
20
日(

火)

13
時
～

◆
場
所

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

２
階
大
広
間

◆
日
程

13
時
～

受
付

13
時
30
分

対
局
開
始

◆
参
加
料

無
料

見
学
も
で
き
ま
す
。

◆
申
込
み

前
日
ま
で
に
左
記
へ

◆
将
棋
王
の
賞
品

入
湯
フ
リ
ー
パ
ス
券

当
日
は
第
２
火
曜
日
の
休
館
日
で
、
大

広
間
の
あ
る
食
事
処
は
休
業
で
す
。

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

電
話

０
９
６
５-

３
８-

０
６
１
７

今
年
は
小
学
校
は
赤
団
が
優
勝
、
中

学
校
は
総
合
、
応
援
と
も
白
団
が
優
勝

し
ま
し
た
。
上
級
生
が
下
級
生
を
リ
ー

ド
す
る
姿
や
小
学
生
を
支
え
る
中
学
生

の
姿
な
ど
輝
い
て
い
ま
し
た
。

母
の
日
は
日
奈
久
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
三
昧

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

ざ
ん
ま
い

主
催

チ
ー
ム

ア
イ
ラ
ブ
日
奈
久

中学生赤団の情熱的な応援演技

小学生５･６年の綱引きわっしょい

(広告欄)

(広告欄)


